
和里（にこり）令和6年度4月コース

備考

第1節 人間の多面的な理解と尊厳

第2節 自立の支援

第3節 人権と尊厳

第1節 介護保険制度創設の背景と目的

第2節 介護保険制度の基礎的理解

第3節 介護保険制度における専門職の役割

第1節 社会と生活のしくみ

第2節 地域共生社会の実現に向けた制度や施策

第3節 社会保障制度

第4節 障害者総合支援制度

第5節 介護実践にかかわる諸制度

第1節 介護福祉士の役割と機能

第2節 尊厳の保持、自立に向けた介護の考え方と展開

第3節 介護福祉士の倫理

第1節 介護を必要とする人の生活の理解と支援 6月1日 土 7H 9:00～17:00 介護過程Ⅲ

第2節 介護実践における連携 6月8日 土 7H 9:00～17:00 介護過程Ⅲ

第3節 介護における安全の確保とリスクマネジメント 6月15日 土 7H 9:00～17:00 介護過程Ⅲ

第4節 介護従事者の安全 6月22日 土 8H 9:00～18:00 介護過程Ⅲ

第1節 介護におけるコミュニケーション 6月29日 土 8H 9:00～18:00 介護過程Ⅲ

第2節 介護におけるコミュニケーション技術 7月6日 土 8H 9:00～18:00 介護過程Ⅲ

第3節 介護場面における利用者・家族とのコミュニケーション 7月13日 土 7H 9:00～17:00 医療的ケア／演習

第4節 介護におけるチームマネジメントとコミュニケーション 7月20日 土 7H 9:00～17:00 医療的ケア／演習

第1節 生活支援とICF 7月27日 土 6H 9:00～16:00 医療的ケア／演習

第2節 居住環境の整備と福祉用具の活用 1日実習及び補講日

第3節 移動・移乗の生活支援技術の基本

第4節 食事の生活支援技術の基本

第5節 入浴・清潔保持の生活支援技術の基本

第6節 排泄の生活支援技術の基本

第7節 着脱、整容、口腔清潔の生活支援技術の基本

第8節 家事援助の基本

第1節 環境整備と福祉用具等の活用

第2節 移動・移乗の生活支援技術

第3節 食事の生活支援技術

第4節 入浴・清潔保持の生活支援技術

第5節 排泄の生活支援技術

第6節 着脱、整容、口腔清潔の生活支援技術

第7節 休息・睡眠の生活支援技術

第8節 人生の最終段階における介護の生活支援技術

第1節 介護過程の意義と目的

第2節 介護課程の展開

第3節 介護課程とチームのアプローチ

第1節 介護職による介護課程の進め方

第2節 介護課程の実践的展開

第3節 施設で暮らす高齢者の介護課程

第4節 在宅で暮らす高齢者の介護課程

第1節 移動・移乗に関連するからだのしくみ

第2節 食事に関連するからだのしくみ

第3節 入浴・清潔保持に関連するからだのしくみ

第4節 排泄に関連するからだのしくみ

第5節 着脱、整容、口腔清潔に関連するからだのしくみ

第6節 休息・睡眠に関連するからだのしくみ

第1節 人間の心理

第2節 人体の構造と機能

第3節 移動・移乗における観察のポイント

第4節 食事における観察のポイント

第5節 入浴・清潔保持における観察のポイント

第6節 排泄における観察のポイント

第7節 着脱・整容・口腔清潔における観察のポイント

第8節 休息・睡眠における観察のポイント

第9節 人生の最終段階のケアにおける観察のポイント

第1節 こころの変化と日常生活への影響

第2節 からだの変化と日常生活への影響

第1節 人間の成長・発達

第2節 老年期の発達・成熟と心理

第3節 高齢者に多くみられる症状・疾病等

第1節 認知症ケアの理念と視点

第2節 認知症による生活障害、心理・行動の特徴

第3節 認知症の人や家族へのかかわり・支援の基本

第1節 医学的側面からみた認知症の理解

第2節 認知症の人への支援の実際

第1節 障害者福祉の理念

第2節 障害者による生活障害、心理・行動の特徴

第3節 障害のある人や家族へのかかわり・支援の基本

第1節 医学的側面からみた障害の理解

第2節 障害特性に応じた支援の実際

第1節 医療的ケア

第2節 安全な療養生活

第3節 清潔保持と感染予防

第4節 健康状態の把握

第5節 高齢者および障害児・者の喀痰吸引概論

第6節 高齢者および障害児・者の喀痰吸引実施手順解説

経管栄養（基礎的知識・実施手順）

第7節 高齢者および障害児・者の経管栄養概論

第8節 高齢者および障害児・者の経管栄養実施手順解説

　【開講・オリエンテーション】

　2024（令和6）年4月1日～　随時　※個別に連絡させていただきます．

　【自宅学習での課題】

（1）テキストに沿ってWEB自己学習し，科目毎に修了すること．

（2）各科目評価は70点以上を合格とする．70点未満は再学習とし，合格まで再学習とする．

　【面接授業について】

（1）特別な事情があると認められる場合，補講を受けることができる．詳細は学則に沿うこととする．

　【実習について】

（1）希望者は，当法人において下記期間内で実習を行うことができる．

　【閉講式】

　2024（令和6）年9月30日　※来校していただく必要はございません．10月～個別に修了証送付予定．

第16章 認知症の理解Ⅱ

第17章 障害の理解Ⅰ

第13章 発達と老化の理解Ⅰ

第14章 発達と老化の理解Ⅱ

第15章 認知症の理解Ⅰ

第8章 生活支援技術Ⅱ

第9章 介護過程Ⅰ

第10章 介護課程Ⅱ

2024年9月1日～25日

介護福祉実務者養成研修（通信過程）　学習進度計画書

受講日 スクーリング（面接授業）提出日自宅学習での課題

人間の尊厳と自立第1章　

第2章 社会の理解Ⅰ

第3章 社会の理解Ⅱ

第4章 介護の基本Ⅰ

第5章

WEB自己学習で
修了する
※
①練習問題
②修了評価問
題の順に学習

第18章 障害の理解Ⅱ

第19章 医療的ケア

医療的ケア実施の基礎

喀痰吸引（基礎的知識・実施手順）

第7章 生活支援技術Ⅰ

介護の基本Ⅱ

第6章 コミュニケーション技術

第11章 こころとからだのしくみⅠ

第12章 こころとからだのしくみⅡ



和里（にこり）令和6年度7月コース

備考

第1節 人間の多面的な理解と尊厳

第2節 自立の支援

第3節 人権と尊厳

第1節 介護保険制度創設の背景と目的

第2節 介護保険制度の基礎的理解

第3節 介護保険制度における専門職の役割

第1節 社会と生活のしくみ

第2節 地域共生社会の実現に向けた制度や施策

第3節 社会保障制度

第4節 障害者総合支援制度

第5節 介護実践にかかわる諸制度

第1節 介護福祉士の役割と機能

第2節 尊厳の保持、自立に向けた介護の考え方と展開

第3節 介護福祉士の倫理

第1節 介護を必要とする人の生活の理解と支援 9月7日 土 7H 9:00～17:00 介護過程Ⅲ

第2節 介護実践における連携 9月14日 土 7H 9:00～17:00 介護過程Ⅲ

第3節 介護における安全の確保とリスクマネジメント 9月21日 土 7H 9:00～17:00 介護過程Ⅲ

第4節 介護従事者の安全 9月28日 土 8H 9:00～18:00 介護過程Ⅲ

第1節 介護におけるコミュニケーション 10月12日 土 8H 9:00～18:00 介護過程Ⅲ

第2節 介護におけるコミュニケーション技術 10月19日 土 8H 9:00～18:00 介護過程Ⅲ

第3節 介護場面における利用者・家族とのコミュニケーション 10月26日 土 7H 9:00～17:00 医療的ケア／演習

第4節 介護におけるチームマネジメントとコミュニケーション 11月2日 土 7H 9:00～17:00 医療的ケア／演習

第1節 生活支援とICF 11月9日 土 6H 9:00～16:00 医療的ケア／演習

第2節 居住環境の整備と福祉用具の活用 1日実習及び補講日

第3節 移動・移乗の生活支援技術の基本

第4節 食事の生活支援技術の基本

第5節 入浴・清潔保持の生活支援技術の基本

第6節 排泄の生活支援技術の基本

第7節 着脱、整容、口腔清潔の生活支援技術の基本

第8節 家事援助の基本

第1節 環境整備と福祉用具等の活用

第2節 移動・移乗の生活支援技術

第3節 食事の生活支援技術

第4節 入浴・清潔保持の生活支援技術

第5節 排泄の生活支援技術

第6節 着脱、整容、口腔清潔の生活支援技術

第7節 休息・睡眠の生活支援技術

第8節 人生の最終段階における介護の生活支援技術

第1節 介護過程の意義と目的

第2節 介護課程の展開

第3節 介護課程とチームのアプローチ

第1節 介護職による介護課程の進め方

第2節 介護課程の実践的展開

第3節 施設で暮らす高齢者の介護課程

第4節 在宅で暮らす高齢者の介護課程

第1節 移動・移乗に関連するからだのしくみ

第2節 食事に関連するからだのしくみ

第3節 入浴・清潔保持に関連するからだのしくみ

第4節 排泄に関連するからだのしくみ

第5節 着脱、整容、口腔清潔に関連するからだのしくみ

第6節 休息・睡眠に関連するからだのしくみ

第1節 人間の心理

第2節 人体の構造と機能

第3節 移動・移乗における観察のポイント

第4節 食事における観察のポイント

第5節 入浴・清潔保持における観察のポイント

第6節 排泄における観察のポイント

第7節 着脱・整容・口腔清潔における観察のポイント

第8節 休息・睡眠における観察のポイント

第9節 人生の最終段階のケアにおける観察のポイント

第1節 こころの変化と日常生活への影響

第2節 からだの変化と日常生活への影響

第1節 人間の成長・発達

第2節 老年期の発達・成熟と心理

第3節 高齢者に多くみられる症状・疾病等

第1節 認知症ケアの理念と視点

第2節 認知症による生活障害、心理・行動の特徴

第3節 認知症の人や家族へのかかわり・支援の基本

第1節 医学的側面からみた認知症の理解

第2節 認知症の人への支援の実際

第1節 障害者福祉の理念

第2節 障害者による生活障害、心理・行動の特徴

第3節 障害のある人や家族へのかかわり・支援の基本

第1節 医学的側面からみた障害の理解

第2節 障害特性に応じた支援の実際

第1節 医療的ケア

第2節 安全な療養生活

第3節 清潔保持と感染予防

第4節 健康状態の把握

第5節 高齢者および障害児・者の喀痰吸引概論

第6節 高齢者および障害児・者の喀痰吸引実施手順解説

経管栄養（基礎的知識・実施手順）

第7節 高齢者および障害児・者の経管栄養概論

第8節 高齢者および障害児・者の経管栄養実施手順解説

第1章　 人間の尊厳と自立

WEB自己学習で
修了する
※
①練習問題
②修了評価問
題の順に学習

　【開講・オリエンテーション】

　2024（令和6）年7月1日～　随時　※個別に連絡させていただきます．

　【自宅学習での課題】

（1）テキストに沿ってWEB自己学習し，科目毎に修了すること．

（2）各科目評価は70点以上を合格とする．70点未満は再学習とし，合格まで再学習とする．

　【面接授業について】

（1）特別な事情があると認められる場合，補講を受けることができる．詳細は学則に沿うこととする．

　【実習について】

（1）希望者は，当法人において下記期間内で実習を行うことができる．

　【閉講式】

　2024（令和6）年12月31日　※来校していただく必要はございません．2025（令和7）年1月　個別に修了証送付予定．

第2章

第8章 生活支援技術Ⅱ

社会の理解Ⅰ

第3章 社会の理解Ⅱ

第4章 介護の基本Ⅰ

第5章 介護の基本Ⅱ

第6章 コミュニケーション技術

介護福祉実務者養成研修（通信過程）　学習進度計画書

自宅学習での課題 提出日 受講日 スクーリング（面接授業）

第7章 生活支援技術Ⅰ

2024年12月10日～25日

第9章 介護過程Ⅰ

第10章 介護課程Ⅱ

第11章 こころとからだのしくみⅠ

第12章 こころとからだのしくみⅡ

第13章 発達と老化の理解Ⅰ

第14章 発達と老化の理解Ⅱ

第15章 認知症の理解Ⅰ

第19章 医療的ケア

医療的ケア実施の基礎

喀痰吸引（基礎的知識・実施手順）

第16章 認知症の理解Ⅱ

第17章 障害の理解Ⅰ

第18章 障害の理解Ⅱ


